




	日程
	時 間
	テーマ
	講　師（敬称略）

	３月
９日
(土)
	13:00～
14:30
	最近の青年期を包む文化社会的成育環境ーひきこもり青年を中心にー
	医療法人　爽風会佐々木病院　副部長      

  斎藤　　環

	
	14:45～
16:15
	思春期・青年期のＡＤＨＤ
	医療法人 至誠会　帆秋病院　　副院長
大隈　　紘子

	３月
10日
(日)
	 9:00～
10:30
	思春期・青年期の広汎性発達障害
	なかにわメンタルクリニック　院長
中庭　　洋一

	
	10:45～
12:15
	勝ち組負け組の精神病理ー最近の青年期における人格形成をめぐってー

	三田精神療法研究所　所長　　       

牛島　　定信

	
	12:15～
13:15
	昼食は各自でお取り願います

	
	13:15～
14:45
	思春期・青年期の行動療法（強迫性障害）
	九州大学大学院医学研究院精神病態医学　講師
中尾　　智博

	
	15:00～
16:30
	思春期・青年期の行動化
	川谷医院　院長
川谷　　大治


　　　※時間割・テーマ等については、多少内容が異なる場合があることをお含みください。
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２０１２年度　子ども・専門講座７（福岡）





　





No.11220








２０１１年度　児童思春期講座２





　





現代の思春期・青年期を考える


ー変わりゆく病態をどう理解し接近するのかー





期　　日：201３年 ３月　９日（土）・１０日（日）


受講対象：小児科医師、精神科医師、臨床心理士、助産師、保健師、保育士、教師、


社会福祉関係者など各機関・現場で子どもに関わる専門家および興味のある方々


定　　員：１５0名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円 （税込み）※昼食は各自でお取り願います　


会　　場：ＴＫＰ天神シティセンターアネックス　ホールＡ　


福岡県福岡市中央区天神２-1３-７　福岡平和ビル６階


地下鉄空港線「天神駅」出口直結（徒歩０分）


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団 　03-3986-7021





　急速な文化社会的変動が思春期青年期の精神医学的病態に大きな影響を及ぼしている。次々に新しい病態が生じ、その対応策が何とか見えてきたと思っていると、そのときにはすでに想像さえしなかった新しい病態があらわれるかの感がある。そのような中で、私たちにできることは何であろうか。思春期青年期の若者たちの内面の心の動きや、生き方のあり様、同一性のあり様に目を向け続けることのように思える。


昨今、再び変化が生じて、新たな理解と技法が必要になっているように感じている。この講座は、思春期青年期の専門家に臨床の現場での話をうかがいながら、参加者みなさんが、この新しい病態の理解と技法の開発をめぐって一緒に語り合うことができる機会になったらと願っている。


　　【福岡大学医学部精神医学教室教授　西村　良二・三田精神療法研究所所長　牛島　定信】











プ　ロ　グ　ラ　ム





　








※ 時間割・テーマ等については、多少内容が異なる場合があることをお含みください。














